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遠隔授業支援ツールTeamsを活用した 

専門科目の授業について 
The Conduction of technical subject utilizing Online class support tool "Teams app. "  

 

粳間 由幸** 

Yoshiyuki URUMA,   

 

概 要 

コロナ禍，初めて遠隔授業を行うことになり試行錯誤しながら実施した．これまでアクティブ・ラーニング

型の授業から，Teamsを用いた授業の準備計画を行い，結果として通常授業・遠隔授業の差があまりない結果

になった． 

 

１. はじめに 

日本で新型コロナウイルスが確認されたのは，1 月 15

日に確定診断がなされ、日本国内で検知された新型コロ

ナウイルス感染症第一例目となった．（出典：IASR Vol. 41 

p143-144: 2020年8月号) 

ここから日本においても罹患者数が急激に上昇し，学

校現場においても休校措置がとられ，本校でも対面型の

授業が実施できるようになったのは，6月29日になって

からである．新年度が始まったものの，授業の実施形態が

これまでの”対面”での教授スタイルから”オンライン”を

活用した方法へ変化した．全国の学校現場では，慣れない

教授方法に対する準備と教育効果について検証が始まり，

効果的な教授方法について検討が始まった．高等教育機

関である高専は，専門科目をこれまでの教科教育手法に

おける学習効果を担保しつつ，学生に対して教育の質を

確保すべく各担当部署が夜遅くまで検討を行ってきた．

学生の多くは，ネット環境（自宅に wifi を有する）が確

保できているが，全員ではないため，スマートフォンや

wifi ルータの貸し出しなども行われた．オンライン授業

では，２通りの実施方法が存在する．１）オンデマンド方

式と２）ライブ方式である．１）の場合，教員はあらかじ

め録画しておきアップデートすることで授業は成立する．

最大のメリットは，学生は何度も聞くことができる点だ

ろう．しかし，これまでの授業の持ち味として「その場で

細かく説明できる」という点では，オンデマンド方式では

難しい．２）ライブ方式ではリアルタイムにて中継をして

いるため，容量がかかり，学生のネット契約条件によって

は大きな支障が生じる恐れがある．しかし，授業内容にお

いて理解できていないと思われるポイントでは，その場

で説明を行いながら授業を進めていくことができ，従来

の授業と形式上は近い． 

本稿では，専門科目（「有機化学２を題材として」）に

おけるオンライン授業の実践について報告してみたい． 

 

２. 専門科目（「有機化学２を題材として」）について 

 

本科目は，物質工学科の４年生対象に開講された座学

２単位（後期）である．有機化学は化学を学んだことが

ある人はすぐに「亀の甲羅」をイメージするベンゼンな

どで一般的な学問である．有機化学は，炭素ー炭素結合

を自由に結合を構築したり・切断させたりなど，”自由に

分子設計をすることができ”化学研究において重要な基

礎的な専門科目といえる．数多くの反応が開発・提唱さ

れ毎月，50-100もの反応が現在でも開発報告されている．

それ故に暗記ではなく理解することが肝心といえる．筆

者は，過去に本稿において反応機構を暗記ではなく理解

させるために ICT（ブラックボード）を活用した有機化

学の学び方・教授方法について報告している．1 

開講年次が４年生ということもあり，学生間の基礎学

力には大きな差が生じている．反応機構を習得する上で

基礎力が定着していない学生は，ブラックボードにログ

インしない傾向を日々の学習から早期に把握して指導が

行えるメリットを見出すことはできた．如何に理解して

もらえるか授業を改善する必要があり，著者は，仙台高

専において開催された研修に参加してアクティブラーニ

ング（AL）を担当する有機化学 IIや化学 I，IIに取り入

れ実施することにした．ALを導入した事例は本校では当

時としては珍しいのか目に止まり，2017年度に公開授業

を行なった（２年建築学科，化学 II 有機化学）．多くの

教員，技術職員にも観ていただく機会の提供につながり
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いい刺激であった．（本校では 2019 年より公開授業が導

入） 

 

 

 

写真1 公開授業2018.2.2 2A 化学 II の一コマ  

机を繋げてシート上に問題演習を行い，学生同士が積

極的に学び合う工夫を取り入れた． 

 

 

コロナ禍においては従来型の AL を積極的に行うこと

が難しい．特に，学生同士の学び合いを重要視して授業を

作り上げていた著者にとっては大きな課題であった． 

少しでも授業内容の理解を推し進めるために，以下の

ポイントを強調して授業を行なった． 

・ライブ中継にて授業を行う． 

・授業の最初の５分は前回の確認試験を行う． 

・本時の振り返りは丁寧に示す． 

・振り返りで行う問題演習の解答は解説を含めた状態

でアップする． 

 

 

3.  マイクロソフトTeamsを使った専門科目の授業につ

いて 

 

Teams はマイクロソフト社が提供するリモート会議支

援ツールである．コロナ禍になる前から，様々なシーンで

活用がされていたが，リモート出勤などが社会全体に広

がり，改めて注目をされたように感じる．会議支援や連絡，

資料の配布など業務軽減を目指す企業を始め，教育現場

においても広く導入されている． 

専門科目をTeamsで実施するにあたり，著者は上述し

た４つの内容を強調して実施することにした．ここでは

アンケート結果をもとに論述したい． 

 

 

図 1 アンケート導入の説明 
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図 2 アンケート設問 

 

アンケートの設問は，遠隔授業が学生個人の学びにつ

いて役立ったのか，通常授業（対面）と遠隔授業との比較，

教員の情熱の伝わり方，遠隔授業の速度や資料の適格性

などをアンケートにて学生に聞いてみた． 

 

 

図 3 アンケート結果 

 

とても良い（18%），良い（24%），まぁまぁ（59%）とい

う結果であった．否定的な意見で全く満足していないと

回答した学生がいるかと想像したが良い結果であった． 

 

 

図4 学生のコメント 

 

14名の学生が回答してくれた．生放送形式でゆっくりと

授業が進むので，ほぼ同じ感覚で授業も教本も分かりや

すい，問題を解きながら先生の解説が入り，遠隔ではあ

るが授業をしているなと感じられる点，授業の直前まで

好きなことをしてられること等，様々な意見があったが，

総じて「授業を生で聞いているような感じであり，説明

がゆっくりで分かりやすい」という内容であった．遠隔

授業は学生の顔が見えないので，必要以上に繰り返し，

進度もゆっくりと進めたことが好結果を生んだのかもし

れない． 

 

 
図 5 アンケート結果 

 

通常授業が良い（44%），遠隔授業が良い（32%），どちら

も同じ（24%）という結果であった．驚くことに，通常授

業・遠隔授業の差が12%しかない結果であった．著者は，

通常授業の方が大きくポイントをとると思っていたので，

驚きであった．どちらも同じという意見を遠隔側に加え

ると結果が逆転することになり，対面形式の授業のやり

方についても考えることにつながる． 
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図 6 アンケート結果 

 

遠隔が良いと回答した学生の意見を示す．1 対 1 で受け

ることができる，家で受けることができる，課題を提出し

た際のフィードバックが早くて良いなどの意見があった．

通常授業・遠隔授業の差があまりない理由の大部分がこ

こにあるのだろう．自宅で受けることができるなどの回

答は高学年特有かもしれないが，著者も分かる気がした． 

 

 

図 7 アンケート結果 

 

分からないところをすぐに聞くことができる，生活リズ

ムが崩れない，理解できない時に先生，友達に聞きにくい，

チャットや写真を送るなどして質問をしなければならな

い，課題が多くて大変，分からないところを友達や先生

に聞けるから，友達とかに相談できるから等の回答があ

った． 

 

 

図 8 アンケート結果 

 

強くそう思う（32%），そう思う（62%），まぁまぁ（6%）

という結果であった．否定的な意見である全く感じない

という回答がなく正直安心した．学生に感謝したい． 

 

 

 

図 9 アンケート結果 

 

とてもそう思う（47%），そう思う（50%），どちらでもな

い（3%）という結果であった．我々も多くの研修などを

web で受講する機会が多くなってきた．演者は夢中に話

をするが，情報量の多いスライドは聞き手には正直辛い．

その経験からスライドに記載する情報量，文字の大きさ

などにも気を付けた結果かもしれない． 

 

 

図 10 アンケート結果 

 

とても早い（6%），早い（24%），適切（71%）という結

果であった．以外にも適切と回答した学生が全体の 7 割

だったことに少し安心した． 
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図 11 アンケート結果 

 

とてもそう思う（53%），そう思う（41%），どちらでもな

い（2%）という結果であった． 普段の教室と違いPCの

スピーカーやイヤホンを通じて声が伝わるので，より良

く学生に声が届いたと思われる． 

 

 

4. まとめ 

 

コロナ 禍において初めて遠隔授業を行うことになり，

試行錯誤しながらの試みであった．アンケートを行った

ところ，通常授業・遠隔授業の差があまりない結果になっ

た．アンケートを実施した学生が 4 年生ということもあ

り，進路に対する意識が高く，1対1で受けることができ

る，フィードバックが早いことが主たる理由と考えられ

る．一方で，1年生の学年など低学年では，従前よりも試

験結果が悪く，科目の平均点の低下などの諸問題が生じ

た．授業する側の教員の経験不足もあると思うが，学生の

多くは「見られている」緊張感がないため，生活リズムが

崩れてしまうなどの問題がある． 

 遠隔授業は実施方法を研究すれば，対面授業に劣らな

いことが分かった．これまでの通常授業の良いところ，遠

隔授業の良いところを兼ね備えた“ハイブリット型”の授

業実践が，今後の高専教育には大切になってくるのかも

しれない．教育を受ける学生が，工学を武器とするソーシ

ャルドクターとして社会で大いに貢献できるように今後

も授業改善に努めたいと思う． 

 最後に，アンケート実施に協力してくれた物質工学科4

年生の学生諸君に感謝申し上げる． 
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